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　4月15日㈰、八重桜の名所
である「中野川桜まつり」が
開催されました。前日の風雨
に耐えた桜が中野川を華やか
に彩り、ステージイベントや
屋台などで会場は大盛況でし
た。
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　平
成
30
年
３
月
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
「
運
動
部
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
義
務
教
育
で
あ
る
中
学
校
段
階
の
運
動

部
活
動
を
主
な
対
象
と
し
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
構
築
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
そ
の
一
部
で
あ
る
「
適
切
な
休
養
日
等
の
設
定
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　　　
運
動
部
活
動
に
お
け
る
休
養
日
及
び
活
動
時
間
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

■
学
期
中
は
、
週
当
た
り
２
日
以
上
の
休
養
日
を
設
け
る
。
平

日
は
少
な
く
と
も
１
日
、
土
・
日
曜
日
（
以
下
「
週
末
」
と

い
う
）
は
少
な
く
と
も
１
日
以
上
を
休
養
日
と
す
る
。
週
末

に
大
会
参
加
等
で
活
動
し
た
場
合
は
、
休
養
日
を
他
の
日
に

振
り
替
え
る
。

■
長
期
休
業
中
の
休
養
日
の
設
定
は
、
学
期
中
に
準
じ
た
扱
い

を
行
う
。
ま
た
、
生
徒
が
十
分
な
休
養
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
運
動
部
活
動
以
外
に
も
多
様
な
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
る
程
度
長
期
の
休
養
期
間
（
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
）
を
設
け
る
。

■
１
日
の
活
動
時
間
は
、
長
く
と
も
平
日
で
は
２
時
間
程
度
、

学
校
の
休
業
日
（
学
期
中
の
週
末
を
含
む
）
は
３
時
間
程
度

と
し
、
で
き
る
だ
け
短
時
間
に
合
理
的
で
か
つ
効
率
的
・
効

果
的
な
活
動
を
行
う
。

※

文
化
部
に
つ
い
て
も
こ
れ
に
準
じ
て
部
活
動
を
行
い
ま
す
。
　

　

　平成29年度全国中学校体育大会に出場した生徒たちを紹介します。

平成 29 年度全国中学校夏季大会（平成 29 年８月 19 日～ 25 日）
■バドミントン
 ・男子ダブルス　長谷川駿介さん・長谷部亮介さん（東部中学校）
■柔道
 ・男子 60ｋｇ級　一井雄太さん（東部中学校）
 ・男子 73ｋｇ級　矢幡寛太さん（三隈中学校）
 ・女子 70ｋｇ級　松岡奈聖さん（南部中学校）
■相撲
 ・団体　三隈中学校（江田基騎さん・岩本虹樹さん・神川玲士さん）
 ・個人　江田基騎さん（三隈中学校）

第 38 回全国中学校スケート大会（平成 30 年２月３日～６日）
■フィギュアスケート競技
 ・森本詩巴さん（南部中学校）
　

部
活
動
に
お
け
る
適
切
な

休
養
日
等
の
設
定
に
つ
い
て

　　
中
学
校
は
、
次
の
と
お
り
部
活
動
の
休
養
日
の
設
定
を
し
て

い
ま
す
。

■
水
曜
日
は
、
原
則
と
し
て
部
活
動
は
休
み
と
す
る
。

■
休
日
の
練
習
は
、
４
時
間
を
越
え
な
い
時
間
設
定
を
す
る
。

■
土
・
日
曜
日
の
い
ず
れ
か
１
日
は
休
養
日
と
す
る
。

※

た
だ
し
、
市
総
体
（
県
総
体
）
・
市
新
人
戦
（
県
新
人
戦
）
・
協
会
や

連
盟
主
催
の
大
会
の
１
か
月
前
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
こ
の
場

合
、
月
曜
の
部
活
動
を
休
む
な
ど
週
２
回
の
休
養
日
を
設
定
す
る
。

■
原
則
と
し
て
、
大
分
県
家
庭
の
日
（
毎
月
第
３
日
曜
日
）
は

休
養
日
と
す
る
。

～全国中学校体育大会出場者紹介～
平成29年度

〜
中
学
校
部
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〜

部
活
動
の
休
養
日
の
設
定

うたは

しゅんすけ りょうすけ

ゆうた

かんた

ななせ

もとき

もとき こうき れいじ

■練習時間（校門を出る完全下校の時間）
　 ４月　　　午後６時30分　　
　 ５月　　　午後６時45分
※中体連１か月前から午後７時。
　６～７月　 午後７時
　 ９月　　　午後６時30分
　10月　　　午後６時
　11月　　　午後５時30分
　12月　　　午後５時15分
　 １月　　　午後５時30分
　 ２月　　　午後５時45分
　 ３月　　　午後６時
■長期休業中の練習

・夏休み　20日以内　

・冬休み　７日以内　

・春休み　特に定めない

部活動の練習時間について

　これらを基に、
各学校で部活動運
営をしています！

問学校教育課指導係☎㉒８３２６（市役所別館２階）

子
ど
も
た
ち
の

頑
張
り
を
み
ん
な
で
応
援
！
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●紙製の埋立ごみ専用指定袋を廃止します
　市では、「ごみの減量化」、「リサイクルの促進」並びに「ごみ処
理料金の公平化」を目的として、ごみ袋の有料化を平成16年10月か
ら実施し、13年が経過しました。
　現在の指定袋は「燃やせるごみ専用袋」、「燃やせないごみ兼用
袋」、「埋立ごみ専用袋」の３種類があります。そのうち「埋立ごみ
専用袋」については、紙製を使用していますが、ごみ袋有料化導入時
と比べ、作製にかかる単価が高騰していることや、収集日に雨が降っ
た場合には、破れやすく使いにくいといった声もあるため、５月１日
から、紙製の「埋立ごみ専用袋」を廃止し、「燃やせないごみ兼用
袋」を埋立ごみの指定袋に変更します。
　埋立ごみはきちんと分別し、燃やせないごみ兼用袋（青色）に入
れ、埋立ごみの収集日に出してください。
※割れたガラス等、袋が破れる恐れのある場合は、新聞紙や古布等に包んで
燃やせるごみ兼用袋に入れて出してください。

▲紙製を持っている人
は、５月１日以降も袋
を使い切るまで使用で
きます！

問環境課生活環境係☎㉒８２０８（市役所２階）

５月１日からはこの袋！

▼とき　　　５月20日㈰　
　　　　　　午前８時～正午

▼集合場所　アオーゼ駐車場
※午前７時50分までに集合してください。

▼ところ　　伏木公園

▼参加費　　無料

▼募集数　　25人

▼準備物　　帽子、水筒
※双眼鏡を持っている人は持参してください。

春のバードウォッチング

　天体望遠鏡で月と木星、金星及び春の星座の
観察を行います。

▼とき　　　５月19日㈯　
　　　　　　午後７時30分～９時30分

▼集合場所　桂林小学校グラウンド
※車はアオーゼに駐車してください。

▼参加費　　無料
※雨天の場合は、日田天文同好会による星座などのお
話し会を行います。

春の星空ウォッチング

科学実験にチャレンジしよう！

春の自然観察会

　各イベントの申込みは、５月８日㈫以降、下記に電話で
お申し込みください。定員になり次第締め切ります。
※「科学実験にチャレンジしよう！」は申込み不要です。
問博物館☎㉒５３９４

▼とき　　　５月19日㈯　
　　　　　　午前８時30分～午後３時

▼集合場所　アオーゼ駐車場
※午前８時15分までに集合してください。

▼ところ　　釈迦岳

▼参加費　　無料

▼募集数　　20人

▼準備物　　弁当、水筒、メモ等

　これまで博物館で夏休みに行われていた科学
実験教室が、内容も新たに毎月行われるように
なりました。どなたでも自由に参加できますの
で是非、博物館に来館してください。
　５月のチャレンジテーマは「作って飛ばそ
う！パタパタ飛行機」です。

▼とき　　５月19日㈯　
　１回目　午前10時～10時40分
　２回目　午前11時～11時40分
　３回目　午後１時30分～２時10分
　４回目　午後２時30分～３時10分　

▼ところ　アオーゼ３階　体験学習室

▼講師　　ひた少年少女発明クラブ

▲燃やせないごみ兼用袋（青色）

市政情報ピックアップ

　昭和54年から平成７年まで、４期16年にわたり、日田市長
を務められた日田市名誉市民の石松安次氏が、３月20日、93
歳でご逝去されました。
　石松氏は大正13年に生まれ、昭和18年に日田市役所に入庁
され、市助役、消防長を歴任後、昭和44年に退任されまし
た。
　昭和54年に日田市長に就任されてからは、温厚な庶民派市
長として親しまれ、優良企業の誘致や済生会日田病院の開
院、公共下水道の開始など、常に市民の福祉を最優先に、市
民と共に汗を流し、今日の日田市発展の基盤となった数々の
業績を残され、市政の振興発展に尽くされました。
　ここに、故人のご功績をしのび、市民の皆様と共に、心か
らご冥福をお祈りいたします。
※なお、市主催の名誉市民追悼式につきましては、昨年の豪雨災害か
らの復興途上にある市の現状を踏まえ、辞退される旨のご遺族の意
向によって執り行わないこととします。

【略歴】
昭和18年　日田市役所入庁
昭和42年　日田市助役就任
昭和43年　日田市消防長就任
昭和44年　助役、消防長退任
昭和52年　（社）日田観光協会会長就任
昭和53年　日田商工会議所会頭就任
昭和54年　日田市長就任
平成 ７年　日田市長退任
平成 ８年　日田市政功労者表彰
平成 ９年　勲四等瑞宝章受章
平成12年　日田市名誉市民に選定

【市長在任中の主な業績】
昭和55年　TDK・化学品検査協会誘致決定
昭和56年　公共下水道一部供用開始
昭和57年　日田玖珠地域産業振興センター完成
昭和59年　駅前広場・観光案内所完成
昭和63年　天領日田資料館開館
　　　　　 日田祇園山鉾会館開館
平成 元年　新淡窓図書館開館
平成 ２年　九州横断自動車道日田・朝倉間開通
　　　　　 日田市清掃センター完成
　　　　　 日田市総合体育館完成
　　　　　 大分県済生会日田病院開院
平成 ３年　新市庁舎完成
平成 ５年　国道210号・212号バイパス開通

▲日田祇園山鉾会館

▲大分県済生会日田病院

▲日田玖珠地域産業振興センター

問総務課行政係☎㉒８２０１（市役所４階）

▲日田市総合体育館▲新淡窓図書館

▲新市庁舎

●自然を満喫しよう！
博物館イベント

●元日田市長　石松安次氏ご逝去
日田市名誉市民
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気持ちよくみんなで
　花火を見ましょう！

▼税額について
　三輪及び四輪以上の軽自動車税の税額は、初度検査年
月（新車新規登録年月）等で変わります。
・初度検査年月が平成17年３月以前の車両は、平成30
年度から経年重課税率の対象となります。
・初度検査年月が平成29年４月から平成30年３月まで
の車両は、環境性能に応じてグリーン化特例（軽課）
の対象となる場合があります。

▼納期限　５月31日㈭
※納税通知書は５月８日㈫に発送予定です。
　軽自動車税の領収証書は車検を受けるときに必要ですので、
車検証と一緒に大切に保管してください。

▼軽自動車税の減免
　次の①から③のいずれかに該当する場合は、軽自動車
税の減免を受けられる場合があります。詳細は税務課
税制窓口係又は各振興局にお問い合わせください。

▼申請期限　５月31日㈭
①障がい者減免
　障がい者本人が所有し、障がい者のために使用する軽
自動車（障がい者が18歳未満の場合等は、家族所有
の軽自動車も含む）

※減免の対象となる障がいの程度、軽自動車の使用頻度等には
一定の基準があります。
・申請に必要なもの
　印鑑、運転免許証、車検証、身体障害者手帳等、軽自
動車税納税通知書

②身体障がい者用構造減免
　身体に障がいのある人が利用するために改造された
軽自動車
・申請に必要なもの
　印鑑、車検証、構造が確認できる写真、軽自動車税
納税通知書
③公益減免
　公益法人などが所有する軽自動車で、公益のために
直接使用する車
・申請に必要なもの
　法人の代表者印、車検証、軽自動車税納税通知書、
運行計画書等、定款

●軽自動車税の納税は５月31日までに

減免申請書への個人番号・法人番号の記載について
　番号法の施行に伴い、減免申請書に納税義務者の
個人番号（法人の場合は法人番号）の記載と減免申
請書提出の際に、番号法に基づく本人確認（個人番
号確認＋身元確認）が必要です。各申請に必要なも
のと併せてマイナンバーカード又は通知カードと身
元確認ができるもの（運転免許証、旅券等）を持参
してください。
※申請に必要なものに納税義務者の身元確認ができるも
のが含まれている場合は、追加で持参する必要はあり
ません。
※法人の場合は、本人確認はありません。

問税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

問観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

●環境美化に協力を！
第 71 回日田川開き観光祭

問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

問まちづくり推進課公共交通・交流係☎㉒８３５６（市役所６階）

　５月26日㈯・27日㈰の２日間で、「第71回日田川開
き観光祭」が開催され、市内外から多くの観光客が日田
市を訪れます。
　マナーを守り、美しい日田の景観を観光客の皆さんに
誇れるよう、環境美化にご協力ください。
※ごみのポイ捨てやテープ、チョーク、シート等を用いた花火
観覧の場所取り等の景観を損なう行為は止めましょう。

市政情報ピックアップ

団体名

　日田市では、３月に「日田市にとって望ましい公共交通のすがた」を明らかにす
る地域公共交通の基本計画（マスタープラン）である「日田市地域公共交通網形成
計画」を策定しました。
　本計画では、市の公共交通について改めて関係者の役割分担を明確にし、地域の
実態に即した交通体系の再構築を図るとともに、各種の施策（取組）を展開してい
きます。

●日田市地域公共交通網形成計画を策定しました！

目標 実施予定時期主な取組 実施主体

持続可能な公共交
通ネットワークの
維持確保

地域全体で公共交
通を創り上げ、守
り・育てる

公共交通の利便性
の向上

バス路線再編基準の設定、効果的な交通網の充実
公共交通の運転手の確保
乗継拠点の環境整備、ＩＣカード導入の検討
全ての人にやさしい車両への更新
高齢者や障がい者をサポートする取組の推進
分かりやすい時刻表の作成と情報提供
公共交通サポーターの配置
住民、交通事業者、市の協働体制づくり
貨客混載の調査・研究
自動運転にかかる調査・研究

2018 年度～
2019 年度～
2020 年度～
2020 年度～
2019 年度～
2019 年度～
2018 年度～
2018 年度～
2018 年度～
2020 年度～

市、交通事業者、住民
市、交通事業者
市、交通事業者
市、交通事業者
市、住民
市、交通事業者
市、交通事業者、住民
市、交通事業者、住民
市、交通事業者
市、交通事業者

１　効率的・効果的な行政運営
　「最少の経費で最大の効果を上げる」という地方自
治の使命を堅持することはもちろんのこと、限られた
財源と人員で効率的・効果的な行政運営を図っていき
ます。
①事務事業の見直し
　行政評価システムの見直し・改善、上下水道料金の
収納業務等の民間委託など
②人材育成の推進
　人材育成の推進、職員提案制度の推進
③財政の健全化
　補助金の適正化、施設使用料の見直しなど
④定員及び給与の適正な管理
　定員管理の適正化、給与の適正な管理など
⑤公共施設等の適正な配置・管理
　公共施設等総合管理計画の推進など

●第５次日田市行政改革大綱を策定しました！

２　行政サービスの質の向上
　市民と行政による協働を推進することによって市民
で対応できることを拡充し、市民の多様で細かいニー
ズに応えていくことで、行政サービスの質の向上につ
なげていきます。また、行政手続きの見直しなどを行
い、市民の利便性の向上を図っていきます。
①市民との協働の推進
　新しい公共の推進、自主防災組織体制の強化など
②市民サービスの充実・向上
　窓口業務の効率化、緊急時の情報伝達手段の充実など

第５次日田市行政改革大綱は、市ホームページ、市役所
1階の行政資料コーナーをはじめ、各振興局・振興セン
ター、各地区公民館、淡窓図書館でご覧になれます。

　日田市を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化の進行、社会保障関連費用や公共
施設・インフラなどの老朽化対策費用の増大が避けられないなど、厳しい状況が見込
まれます。
　このような状況の中、第４次日田市行政改革大綱の計画期間が終了したことから、
将来にわたって持続可能な自治体運営を行うため、2018年度から2027年度までの
10年間を計画期間とした「第５次日田市行政改革大綱」を策定しました。
　次の２つの基本方針と７つの推進項目のもと、行政改革を推進します。
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団体名

市政情報ピックアップ

問こども未来課子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

　市では、保育士・幼稚園教諭として市内の認定こども
園や認可保育園に就職し、次の要件を全て満たす人に対
し、就職応援金を交付します。

▼交付対象者 
①保育士資格又は幼稚園教諭免許を有し、正規職員とし
て採用された人（就職の日前一年以内に、市内の他の
認定こども園や認可保育園に正規職員として採用され
ていない人）
②過去に本就職応援金を交付されていない人

▼交付金額
　一人５万円
※詳細は右記にお問い合わせください。

▼申請手続
　申請書に次の書類を添えて下記に提出
①就労証明書
②雇用契約書（写）
③資格等の証明書（写）
④履歴書
※提出書類の様式は、就職先の施設に備え付けています。

▼申請期間
　就職の日から２か月以内

●就職応援金を交付します！
保育士・幼稚園教諭として認定こども園等に就職した人に

　食生活改善推進員とは「私たちの健康は私たちの手
で」をスローガンとして、地域で活躍しているボラン
ティアです。
　市では、現在189人の食生活改善推進員が、子供か
ら高齢者までの幅広い世代を対象に、料理教室などを
通じて地域の健康づくりのために活動しています。
　食生活改善推進員になるには、推進員養成講座研修
生として、全10回の養成講座の受講が必要です。
　原則、全日程に出席できる人で、受講後にボランテ
ィアとして活動に携わることができる人を募集しま
す。
※１・10回目以外の講座には調理実習があります。

●食生活改善推進員養成講座　研修生募集

▼ところ　
　ウェルピア　栄養実習室

▼時間
　午前９時30分～午後１時

▼対象　
　日田市在住で70歳までの人（男女を問いません）

▼募集数　24人（先着順）

▼参加費　無料
※ただし、食品成分表代540円が必要です。

▼募集期限　５月16日㈬

開講式・食推協とは？
次回から調理実習！その前に…

食品成分表を使って実践！
栄養価計算

日田市民の抱える健康課題はなんだろう？

食品成分表の見方を知ろう

上手に減塩するにはコツがある！

ちょっとだけ栄養学に詳しくなろう

バランスの良い食事ってどんな食事？

歯の健康について知ろう

ライフステージと食事

今後の活動についてみんなで話そう
・閉講式

実施日 実施日講座内容（予定） 講座内容（予定）

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

10回目

 ６月25日㈪

 ７月23日㈪

 ８月27日㈪

 ９月25日㈫

10月22日㈪

11月26日㈪

12月17日㈪

１月28日㈪

２月26日㈫

３月 ４日㈪

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

問教育総務課総務企画係☎㉒８２３４（市役所別館３階）

▼補助対象費用
　下宿（部屋代・食費）、学校寮（寮費・食費）、親戚
宅等（家賃・食費相当額）

※就学する高校から５キロメートル以内の下宿等になります。
※食費相当額は、１人に付き２万5,000円（定額）です。
※いずれも、電気代等の管理費は除きます。

▼補助金額（月額）
・下宿・学校寮：補助対象費用から３万5,000円を控除
し、100円未満の端数を切り捨てた額　

※上限額は月額１万3,000円です。
・親戚宅等：8,000円

●日田市高校生就学援助補助事業のお知らせ

▼申請期限
　５月31日㈭
※６月以降に下宿等の利用を開始した場合は、開始日の属する
月の末日まで。
※下記及び各振興局に申請書用紙を用意しています。市ホーム
ページからもダウンロードできます。

　日田材のスギ又はヒノキを主に使用した製品等の試
作・製品化に向けた開発等に対する費用を補助します。

▼補助対象者
　市内に事業拠点を置く個人、法人事業者又は任意の団
体・グループ

▼主な補助条件
・日田材のスギ又はヒノキを主に使用すること
・補助事業完了後に成果物としての試作品を提出すること

▼補助対象経費
　事業期間内における調査費、試作費、実験費　他

▼補助金額
　補助対象経費の２分の1以内
　（５万円から最大30万円）

▼採択件数　５件程度

▼申込期限　６月11日㈪
※申込期限後に面接を行います。

●日田材を使った新商品を作りませんか

問林業振興課林業振興係☎㉒８３６２（市役所３階）

あなたのアイディアを
　　　形にしてみませんか

　市内の高校に就学する生徒の保護者で、中津江村及び上津江町に住所があり、下宿等に係る費用を支払っている人
で、市税を完納している人を対象に補助金を交付します。
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市政情報ピックアップ

●出張経営相談会及び経営セミナーを実施します！
大分県よろず支援拠点

　大分県よろず支援拠点による中小企業者・創業希望者
等を対象とした出張相談会と販路開拓等の各種セミナー
を日田市ビジネスサポートセンターで実施しています。

【出張相談会】

▼とき
　毎月第３金曜日
　午前10時～正午、午後３時～４時

▼ところ
　日田市ビジネスサポートセンター
　（日田玖珠地域産業振興センター内）
※詳細は下記にお問い合わせください。

【セミナー】

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

▼とき　　６月９日㈯　午後２時45分キックオフ
▼ところ　大分銀行ドーム

▼チケット購入方法
インタ―ネット（チケットラグビー等）、各コンビニエンス
ストアで購入できます。
【チケットに関する問合せ】
公益財団法人日本ラグビーフットボール協会
チケットナビダイヤル☎０５７０-０２-９５５１
午前10時～午後６時（定休日：火・日曜日）

※この電話番号は問合せ専用です。チケット販売は行っていませんの
で注意してください。

●ラグビー日本代表ｖｓイタリア代表試合開催決定

とき 講師テーマ ところ

バイヤー経験者が語る！
おすすめネットショップ

ネット販売を始めよう！
～基礎知識編～

がっちり儲ける！自社ＨＰ・ＳＮＳを活
かしてネット販売に取り組む方法
写真が命！ネット販売のための上手な写
真の撮り方講座

ブレないネットショップで売上アップ！
コンセプトのまとめ方

是永逸郎

油布恒文

新名康行

矢野俊樹

新名康行

日田市ビジネス
サポートセンター
（日田玖珠地域産業
振興センター内）

５月 18 日㈮

６月 15 日㈮

７月 20 日㈮

８月 17 日㈮

９月 21 日㈮

※時間は全て午後１時～３時。
※講師は、大分県よろず支援拠点コーディネーターから
　派遣されています。

日田市ビジネスサポートセンター
創業相談会

　創業を考えている人や創業間もない人の
色々な悩みに対する相談会を行っていま
す。是非、ご参加ください。

▼とき
　毎週土曜日
　午前９時～午後５時
※ただし、祝日、年末年始を除く。

▼ところ
　日田市ビジネスサポートセンター
　（日田玖珠地域産業振興センター内）

問日田市ビジネスサポートセンター☎㉘５５２０　　
　商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

　ラグビーの魅力に触れ、日本代表の活躍を間近で見ることができる絶好の機会です。
　是非、ご観覧ください。

　大分銀行ドームへの自家用車の乗入れ
はできません。大分駅、別府駅等から無
料シャトルバスをご利用ください。
　交通アクセスの詳細は｢大分県ラグビ
ーワールドカップ2019推進課」のホー
ムページをご確認ください。

問前津江町まつり実行委員会事務局☎53２１１１（前津江振興局内）

　とき　　５月13日㈰　午前10時～午後３時
　ところ　スノーピーク奥日田キャンプフィールド内
　　　　　（椿ケ鼻ハイランドパーク）

　内容　
　安全祈願祭、式典、餅まき、宝さがし、各種アトラクション、出店　他
※このイベントは、「ひた市民健活ポイントサービス事業」及び大分県が行っている
健康アプリ「おおいた歩得」のポイント加算対象イベントです。
※当日は、市役所・日田駅から山開き会場までのバスを一往復運行します。
　（要予約）詳細は、下記にお問い合わせください。

登山者に対する山の安全祈願及び登山シーズンの幕開けイベント。
釈迦岳や御前岳など津江三山といわれる
標高1,000メートル級の山々に囲まれた
雄大な自然をお楽しみください。

第
51
回

津
江
山
系

釈
迦
連
峰

山
開
き

あるとっく

問天瀬振興局産業建設係☎57３１４７
　ローズヒルあまがせ☎57８１８７

第
23
回遊

花
祭

ローズヒルあまがせ

2018 春のバラフェア

※天ヶ瀬温泉宿泊者は、
バラ苗プレゼント！
（先着200人）

　とき　　５月13日㈰　午前９時30分～午後３時30分
　ところ　ローズヒルあまがせ（天瀬農業公園）

　内容　
　五馬保育園ファッションショー、祇園囃子なでしこ会、怪盗戦隊ルパンレン
ジャーＶＳ警察戦隊パトレンジャーショー、出店、ふあふあドーム　等

※ローズガーデン入園者には「母の日」プレゼント！（先着100人）

▼とき　　５月14日㈪～５月20日㈰
　　　　　 午前９時～午後５時　　

▼ところ　ローズヒルあまがせ　　
　　　　　 （天瀬農業公園）　　　

▼入園料　高校生以上300円、　　
　　　　　 小・中学生100円　
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お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
１
年
分

（
第
１
〜
４
期
分
）
の
納
付
書
を
５
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分
の
納

付
書
は
大
切
に
保
管
し
、
各
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
括
し

て
納
付
す
る
場
合
は
、
第
１
期
か
ら
第
４

期
分
の
納
付
書
４
枚
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
第
１
期
分
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈭

で
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

洪
水
情
報
を

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
配
信
！

　　
５
月
１
日
㈫
か
ら
国
が
管
理
す
る
筑
後

川
で
、
氾
濫
の
危
険
が
高
ま
っ
た
時
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
が
自
動
で
発
信
さ
れ
ま

す
。
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
ら
「
ス
マ
ホ
版

川
の
防
災
情
報
」
で
雨
の
降
り
方
や
筑
後

川
の
現
在
の
水
位
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

問
国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所

　
☎
０
９
４
２
‐
３
３
‐
９
１
３
１

　
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
５
月
27
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

新
婚
さ
ん
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

結
婚
新
生
活
応
援
事
業
補
助
金

　
新
婚
世
帯
の
新
居
の
住
居
費
や
引
っ
越

し
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
主
な
条
件

・
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
２

月
28
日
に
婚
姻
届
を
提
出
し
受
理
さ
れ

て
い
る
こ
と

・
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
金
額
が
３
４

０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
（
貸
与
型
奨

学
金
の
返
済
を
行
っ
て
る
場
合
は
、
世

帯
所
得
か
ら
貸
与
型
奨
学
金
の
年
間
返

済
額
を
控
除
し
た
金
額
）

・
夫
婦
と
も
に
住
民
票
が
市
内
の
新
居
に

あ
る
こ
と

・
婚
姻
日
の
年
齢
が
夫
婦
と
も
に
34
歳
以

下
で
あ
る
こ
と

※
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
下

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
費
用

　
結
婚
に
伴
う
新
規
の
住
居
費
及
び
引
っ

越
し
費
用

【
住
居
費
】

　
住
宅
取
得
費
用
、
賃
貸
費
用
、
敷
金
、

礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料

【
引
っ
越
し
費
用
】

　
引
っ
越
し
業
者
や
運
送
業
者
に
支
払
っ

　
た
実
費

※
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
２
月
28

日
の
間
に
支
払
っ
た
費
用
が
対
象
。

■
補
助
額
　
上
限
30
万
円

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

三
世
代
同
居
世
帯
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

　
三
世
代
同
居
世
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
世
帯
要
件

　
18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
三
世
代
以
上

で
構
成
さ
れ
る
世
帯

■
工
事
要
件

　
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
キ
ッ
チ
ン
の

部
位
の
う
ち
一
部
位
以
上
を
増
設
（
増

築
）
し
、
増
設
後
に
二
部
位
以
上
が
複

数
と
な
る
工
事

■
補
助
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
75
万
円
）

※
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木
造

一
戸
建
て
住
宅
に
つ
い
て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

完
了
後
ま
で
に
耐
震
性
の
確
保
が
必
要
で

す
。
（
耐
震
改
修
補
助
事
業
と
の
併
用
も
で

き
ま
す
）

■
申
込
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・耐

震
改
修
補
助

　
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建

物
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分
が

延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅

を
含
む
）
で
す
。
今
年
度
か
ら
補
助
額
を

増
額
し
ま
し
た
。
自
宅
の
耐
震
性
だ
け
で

も
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断

　
（
限
度
額
　
建
物
区
分
に
応
じ
て
７
万

５
千
円
〜
11
万
円
）

※
建
物
区
分
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
80
万
円
）

・
部
分
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
60
万
円
・
30
万
円
）

※
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
状
態

で
万
一
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶

予
制
度
（
50
歳
未
満
）
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
時
点
の
２
年
1
か
月
前
の
月
分
ま
で

遡
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
30
年
度
分
（
平
成
30
年
７
月
〜
平
成
31

年
６
月
分
）
の
免
除
等
の
受
付
に
つ
い
て

は
平
成
30
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
５
月
10
日
㈭
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
下
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
重
度
障
が
い
者

住
宅
改
造
資
金
の
助
成

　
障
が
い
の
内
容
に
応
じ
た
住
宅
の
改
造

資
金
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
障
が
い
者
で
、
本
人
が

属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
（
対
象
と

な
る
障
が
い
者
の
生
計
を
実
質
的
に
支

え
る
者
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
場
合

■
助
成
額

　
補
助
基
準
額
（
上
限
60
万
円
）
の
３
分

の
２
以
内
（
40
万
円
以
内
）

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈭

※
詳
細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
終
了
後
希
望

者
は
個
別
相
談
が
で
き
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
10
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
９
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

の
び
の
び
発
達
相
談

　
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
保
育
士
等
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
24
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容
　

・
「
動
き
が
激
し
い
」
、
「
こ
だ
わ
り
が

強
い
」
、
「
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

い
」
な
ど
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ
り
方

に
関
す
る
相
談

・
聞
こ
え
や
言
葉
に
関
す
る
相
談

・
声
の
掛
け
方
や
遊
び
方
な
ど
子
育
て
に

関
す
る
相
談

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
多
数
の
場
合
、
次
回
の
相
談
会
を
案
内

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
５
月
14
日
㈪

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き
　
６
月
１
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
６
月
８
日
㈮
　

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
、
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
６
月
15
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
か
ら
の
お
話
、
産
後
の

サ
ポ
ー
ト

※
時
間
は
、
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
。
②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修受

講
者
募
集

■
と
き

　
６
月
１
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈮

　
（
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
全
38
回
）

　
午
後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田

園
（
石
井
町
一
丁
目
）
他

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
募
集
数
　
15
人
　

■
受
講
料
　

　
６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル参

加
者
募
集

　
健
康
で
活
力
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
、

80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
指

す
「
８
０
２
０
運
動
」
の
一
環
と
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
３
日
㈰
　
午
前
中
　 

※
時
間
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
参
加
要
件
　

・
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
む
し
歯
無
し
又
は
全
て
治
療
済
の
親
と

平
成
29
年
度
に
３
歳
児
健
診
を
受
診

し
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
幼
児

・
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
80
歳
以
上
（
昭
和
13
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
で
自
分
の
歯
（
歯
の
根
）
が

20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

※
過
去
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
人
は
除
き

ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
11
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
助
成

　
住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅

高
齢
者
が
い
る
住
宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備

す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事
　
玄
関
（
他
の
室
外
へ

の
出
入
口
）
、
浴
室
、
便
所
、
廊
下
、
台

所
、
階
段
な
ど
へ
の
手
す
り
設
置
、
段
差

解
消
、
床
や
通
路
面
の
材
料
変
更
等

■
助
成
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
は
40
万
円
。
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保
険
の
住
宅

改
修
を
含
む
）

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈭

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

　
市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
を
対
象

に
、
ア
イ
デ
ア
工
作
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ

で
す
。

■
と
き
　
６
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

の
毎
月
第
２
土
曜
日
（
全
11
回
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
他

■
年
会
費
　

　
１
万
円
（
材
料
費
、
傷
害
保
険
料
含
む
）

■
募
集
数
　
25
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
電
話

又
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　
５
月
21
日
㈪

問
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
☎
０
８
０
‐
１
７
２
２
‐
６
２
５
３

　
　kahktt-3@

b-net.kcv.jp

　

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度

環
境
美
化
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
募
集

　
水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度

（
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
は
、
企
業

や
団
体
等
が
、
公
共
空
間
で
あ
る
公
園
や

道
路
、
河
川
等
の
う
ち
、
一
定
の
管
理
区

域
を
定
め
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
む

制
度
で
す
。

　
現
在
、
52
団
体
が
管
理
区
域
の
環
境
美

化
に
貢
献
し
、
日
田
市
で
は
こ
の
活
動
に

対
し
、
清
掃
用
品
を
支
給
す
る
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
支
給
品

　
軍
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
、
火
ば
さ

み
、
ほ
う
き
、
ち
り
と
り
な
ど

※
環
境
美
化
活
動
を
希
望
す
る
企
業
や
団
体
等

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

日
田
川
開
き
観
光
祭
前
の

「
お
も
て
な
し
清
掃
」
参
加
者
募
集

　
観
光
祭
前
に
河
川
沿
い
や
公
園
清
掃
を

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
実
施
し
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
清
掃
後
、
無
料
の
カ
ヌ
ー
体
験
（
先
着
30

人
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
　

　
５
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
11
時
頃

　
（
雨
天
延
期
の
場
合
は
５
月
19
日
㈯
・

20
日
㈰
）

■
と
こ
ろ
　
亀
山
公
園
（
午
前
９
時
集
合
）

■
内
容
　
街
灯
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
等

※
清
掃
道
具
等
準
備
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　
５
月
10
日
㈭

問
九
州
電
力
（
株
）
大
分
支
社
地
域
共
生
グ

　
ル
ー
プ
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
４
８
１
８

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

ひ
た
で
働
く
ば
い
！

就
職
フ
ェ
ア
in
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ

参
加
企
業
募
集

　
福
岡
市
や
そ
の
周
辺
の
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
生
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い

る
人
等
を
対
象
と
し
た
、
合
同
企
業
説
明
会

の
参
加
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
30
日
㈯
　
正
午
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
ク
ロ
ス
福
岡

■
参
加
資
格
　
日
田
市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
就
労
場
所
が
主
に
地
域
内
に
あ
る

企
業
で
、
正
規
雇
用
（
常
用
雇
用
で
雇

用
期
間
の
定
め
が
な
い
）
の
求
人
を
行

う
予
定
が
あ
る
こ
と
　
等

■
募
集
数
　
20
社
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
。

■
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
、
交
通
費
等
の
経
費
は
参
加
者
負
担
。

■
申
込
期
限
　
５
月
21
日
㈪

※
申
込
書
等
詳
細
は
左
記
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

くらしの情報次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈫に発送します。Information ５.１

６
次
産
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

農
産
物
加
工
品
開
発
事
業
募
集

　　
市
内
で
農
産
物
を
生
産
し
、
農
産
物
加

工
品
の
商
品
開
発
を
目
指
し
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
に
講
座
を
行
い

ま
す
。

■
講
座
数
　
年
間
13
回
程
度

■
講
座
内
容
　
素
材
決
定
、
商
品
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
商
品
開
発
、
食
品
衛
生
・

表
示
方
法
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、

発
表
会
他

■
募
集
数
　
４
グ
ル
ー
プ
・
団
体

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　

　
５
月
21
日
㈪
　
午
後
５
時
ま
で

※
後
日
面
談
を
行
い
、
選
考
・
決
定
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

　
市
内
在
住
で
、
産
直
野
菜
を
出
荷
す
る

農
家
等
を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
内
容
　
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
上
限
５
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
遊
休
ハ
ウ
ス
の

張
替
等
（
上
限
５
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
）
、
潅
水
施
設
、
管
理
機
の
導
入
に

要
す
る
経
費

■
補
助
金
額
（
上
限
額
有
り
）

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
遊
休
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
潅
水
施
設

　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

・
管
理
機
　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
潅
水
施
設
、
管
理
機
は
、
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併

せ
た
導
入
が
条
件
で
す
。

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

市
有
林
を
活
用
し
た

わ
さ
び
栽
培
に
対
す
る
補
助

　
市
が
整
備
し
た
林
間
わ
さ
び
の
ほ
場
を

活
用
す
る
人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
ほ
場
の
場
所
　
前
津
江
地
区
、
中
津
江

地
区
、
上
津
江
地
区

■
貸
出
料
　
年
間
７
０
０
円
程
度
（
約
10

ア
ー
ル
当
た
り
）

■
補
助
対
象
　
３
ア
ー
ル
以
上
の
整
地
を

行
い
、
共
同
出
荷
を
す
る
人

■
補
助
内
容
　
土
壌
改
良
、
肥
料
散
布
等

に
要
す
る
経
費

■
補
助
金
額
　
上
限
額
１
２
５
０
円
（
１

ア
ー
ル
当
た
り
）

※
栽
培
方
法
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流

通
部
、
大
分
県
農
業
協
働
組
合
中
西
部
事
業

部
が
指
導
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
13
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
　
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。
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固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
１
年
分

（
第
１
〜
４
期
分
）
の
納
付
書
を
５
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分
の
納

付
書
は
大
切
に
保
管
し
、
各
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
括
し

て
納
付
す
る
場
合
は
、
第
１
期
か
ら
第
４

期
分
の
納
付
書
４
枚
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
第
１
期
分
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈭

で
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

洪
水
情
報
を

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
配
信
！

　　
５
月
１
日
㈫
か
ら
国
が
管
理
す
る
筑
後

川
で
、
氾
濫
の
危
険
が
高
ま
っ
た
時
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
が
自
動
で
発
信
さ
れ
ま

す
。
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
ら
「
ス
マ
ホ
版

川
の
防
災
情
報
」
で
雨
の
降
り
方
や
筑
後

川
の
現
在
の
水
位
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

問
国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所

　
☎
０
９
４
２
‐
３
３
‐
９
１
３
１

　
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
５
月
27
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

新
婚
さ
ん
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

結
婚
新
生
活
応
援
事
業
補
助
金

　
新
婚
世
帯
の
新
居
の
住
居
費
や
引
っ
越

し
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
主
な
条
件

・
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
２

月
28
日
に
婚
姻
届
を
提
出
し
受
理
さ
れ

て
い
る
こ
と

・
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
金
額
が
３
４

０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
（
貸
与
型
奨

学
金
の
返
済
を
行
っ
て
る
場
合
は
、
世

帯
所
得
か
ら
貸
与
型
奨
学
金
の
年
間
返

済
額
を
控
除
し
た
金
額
）

・
夫
婦
と
も
に
住
民
票
が
市
内
の
新
居
に

あ
る
こ
と

・
婚
姻
日
の
年
齢
が
夫
婦
と
も
に
34
歳
以

下
で
あ
る
こ
と

※
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
下

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
費
用

　
結
婚
に
伴
う
新
規
の
住
居
費
及
び
引
っ

越
し
費
用

【
住
居
費
】

　
住
宅
取
得
費
用
、
賃
貸
費
用
、
敷
金
、

礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料

【
引
っ
越
し
費
用
】

　
引
っ
越
し
業
者
や
運
送
業
者
に
支
払
っ

　
た
実
費

※
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
２
月
28

日
の
間
に
支
払
っ
た
費
用
が
対
象
。

■
補
助
額
　
上
限
30
万
円

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

三
世
代
同
居
世
帯
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

　
三
世
代
同
居
世
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
世
帯
要
件

　
18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
三
世
代
以
上

で
構
成
さ
れ
る
世
帯

■
工
事
要
件

　
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
キ
ッ
チ
ン
の

部
位
の
う
ち
一
部
位
以
上
を
増
設
（
増

築
）
し
、
増
設
後
に
二
部
位
以
上
が
複

数
と
な
る
工
事

■
補
助
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
75
万
円
）

※
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木
造

一
戸
建
て
住
宅
に
つ
い
て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

完
了
後
ま
で
に
耐
震
性
の
確
保
が
必
要
で

す
。
（
耐
震
改
修
補
助
事
業
と
の
併
用
も
で

き
ま
す
）

■
申
込
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・耐

震
改
修
補
助

　
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建

物
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分
が

延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅

を
含
む
）
で
す
。
今
年
度
か
ら
補
助
額
を

増
額
し
ま
し
た
。
自
宅
の
耐
震
性
だ
け
で

も
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断

　
（
限
度
額
　
建
物
区
分
に
応
じ
て
７
万

５
千
円
〜
11
万
円
）

※
建
物
区
分
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
80
万
円
）

・
部
分
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
60
万
円
・
30
万
円
）

※
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
状
態

で
万
一
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶

予
制
度
（
50
歳
未
満
）
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
時
点
の
２
年
1
か
月
前
の
月
分
ま
で

遡
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
30
年
度
分
（
平
成
30
年
７
月
〜
平
成
31

年
６
月
分
）
の
免
除
等
の
受
付
に
つ
い
て

は
平
成
30
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
５
月
10
日
㈭
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
下
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
重
度
障
が
い
者

住
宅
改
造
資
金
の
助
成

　
障
が
い
の
内
容
に
応
じ
た
住
宅
の
改
造

資
金
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
障
が
い
者
で
、
本
人
が

属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
（
対
象
と

な
る
障
が
い
者
の
生
計
を
実
質
的
に
支

え
る
者
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
場
合

■
助
成
額

　
補
助
基
準
額
（
上
限
60
万
円
）
の
３
分

の
２
以
内
（
40
万
円
以
内
）

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈭

※
詳
細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
終
了
後
希
望

者
は
個
別
相
談
が
で
き
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
10
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
９
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

の
び
の
び
発
達
相
談

　
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
保
育
士
等
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
24
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容
　

・
「
動
き
が
激
し
い
」
、
「
こ
だ
わ
り
が

強
い
」
、
「
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

い
」
な
ど
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ
り
方

に
関
す
る
相
談

・
聞
こ
え
や
言
葉
に
関
す
る
相
談

・
声
の
掛
け
方
や
遊
び
方
な
ど
子
育
て
に

関
す
る
相
談

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
多
数
の
場
合
、
次
回
の
相
談
会
を
案
内

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
５
月
14
日
㈪

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き
　
６
月
１
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
６
月
８
日
㈮
　

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
、
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
６
月
15
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
か
ら
の
お
話
、
産
後
の

サ
ポ
ー
ト

※
時
間
は
、
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
。
②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修受

講
者
募
集

■
と
き

　
６
月
１
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈮

　
（
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
全
38
回
）

　
午
後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田

園
（
石
井
町
一
丁
目
）
他

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
募
集
数
　
15
人
　

■
受
講
料
　

　
６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル参

加
者
募
集

　
健
康
で
活
力
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
、

80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
指

す
「
８
０
２
０
運
動
」
の
一
環
と
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
３
日
㈰
　
午
前
中
　 

※
時
間
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
参
加
要
件
　

・
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
む
し
歯
無
し
又
は
全
て
治
療
済
の
親
と

平
成
29
年
度
に
３
歳
児
健
診
を
受
診

し
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
幼
児

・
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
80
歳
以
上
（
昭
和
13
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
で
自
分
の
歯
（
歯
の
根
）
が

20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

※
過
去
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
人
は
除
き

ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
11
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
助
成

　
住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅

高
齢
者
が
い
る
住
宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備

す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事
　
玄
関
（
他
の
室
外
へ

の
出
入
口
）
、
浴
室
、
便
所
、
廊
下
、
台

所
、
階
段
な
ど
へ
の
手
す
り
設
置
、
段
差

解
消
、
床
や
通
路
面
の
材
料
変
更
等

■
助
成
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
は
40
万
円
。
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保
険
の
住
宅

改
修
を
含
む
）

■
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈭

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

　
市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
を
対
象

に
、
ア
イ
デ
ア
工
作
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ

で
す
。

■
と
き
　
６
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

の
毎
月
第
２
土
曜
日
（
全
11
回
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
他

■
年
会
費
　

　
１
万
円
（
材
料
費
、
傷
害
保
険
料
含
む
）

■
募
集
数
　
25
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
電
話

又
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　
５
月
21
日
㈪

問
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
☎
０
８
０
‐
１
７
２
２
‐
６
２
５
３

　
　kahktt-3@

b-net.kcv.jp

　

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度

環
境
美
化
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
募
集

　
水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度

（
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
は
、
企
業

や
団
体
等
が
、
公
共
空
間
で
あ
る
公
園
や

道
路
、
河
川
等
の
う
ち
、
一
定
の
管
理
区

域
を
定
め
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
む

制
度
で
す
。

　
現
在
、
52
団
体
が
管
理
区
域
の
環
境
美

化
に
貢
献
し
、
日
田
市
で
は
こ
の
活
動
に

対
し
、
清
掃
用
品
を
支
給
す
る
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
支
給
品

　
軍
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
、
火
ば
さ

み
、
ほ
う
き
、
ち
り
と
り
な
ど

※
環
境
美
化
活
動
を
希
望
す
る
企
業
や
団
体
等

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

日
田
川
開
き
観
光
祭
前
の

「
お
も
て
な
し
清
掃
」
参
加
者
募
集

　
観
光
祭
前
に
河
川
沿
い
や
公
園
清
掃
を

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
実
施
し
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
清
掃
後
、
無
料
の
カ
ヌ
ー
体
験
（
先
着
30

人
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
　

　
５
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
11
時
頃

　
（
雨
天
延
期
の
場
合
は
５
月
19
日
㈯
・

20
日
㈰
）

■
と
こ
ろ
　
亀
山
公
園
（
午
前
９
時
集
合
）

■
内
容
　
街
灯
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
等

※
清
掃
道
具
等
準
備
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　
５
月
10
日
㈭

問
九
州
電
力
（
株
）
大
分
支
社
地
域
共
生
グ

　
ル
ー
プ
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
４
８
１
８

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

ひ
た
で
働
く
ば
い
！

就
職
フ
ェ
ア
in
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ

参
加
企
業
募
集

　
福
岡
市
や
そ
の
周
辺
の
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
生
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い

る
人
等
を
対
象
と
し
た
、
合
同
企
業
説
明
会

の
参
加
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
30
日
㈯
　
正
午
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
ク
ロ
ス
福
岡

■
参
加
資
格
　
日
田
市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
就
労
場
所
が
主
に
地
域
内
に
あ
る

企
業
で
、
正
規
雇
用
（
常
用
雇
用
で
雇

用
期
間
の
定
め
が
な
い
）
の
求
人
を
行

う
予
定
が
あ
る
こ
と
　
等

■
募
集
数
　
20
社
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
。

■
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
、
交
通
費
等
の
経
費
は
参
加
者
負
担
。

■
申
込
期
限
　
５
月
21
日
㈪

※
申
込
書
等
詳
細
は
左
記
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

タ
ウ
ン
情
報

募
集

人権コラム　　心、豊かに

６
次
産
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

農
産
物
加
工
品
開
発
事
業
募
集

　　
市
内
で
農
産
物
を
生
産
し
、
農
産
物
加

工
品
の
商
品
開
発
を
目
指
し
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
に
講
座
を
行
い

ま
す
。

■
講
座
数
　
年
間
13
回
程
度

■
講
座
内
容
　
素
材
決
定
、
商
品
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
商
品
開
発
、
食
品
衛
生
・

表
示
方
法
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、

発
表
会
他

■
募
集
数
　
４
グ
ル
ー
プ
・
団
体

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　

　
５
月
21
日
㈪
　
午
後
５
時
ま
で

※
後
日
面
談
を
行
い
、
選
考
・
決
定
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

　
市
内
在
住
で
、
産
直
野
菜
を
出
荷
す
る

農
家
等
を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
内
容
　
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
上
限
５
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
遊
休
ハ
ウ
ス
の

張
替
等
（
上
限
５
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
）
、
潅
水
施
設
、
管
理
機
の
導
入
に

要
す
る
経
費

■
補
助
金
額
（
上
限
額
有
り
）

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
遊
休
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
潅
水
施
設

　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

・
管
理
機
　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
潅
水
施
設
、
管
理
機
は
、
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併

せ
た
導
入
が
条
件
で
す
。

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

市
有
林
を
活
用
し
た

わ
さ
び
栽
培
に
対
す
る
補
助

　
市
が
整
備
し
た
林
間
わ
さ
び
の
ほ
場
を

活
用
す
る
人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
ほ
場
の
場
所
　
前
津
江
地
区
、
中
津
江

地
区
、
上
津
江
地
区

■
貸
出
料
　
年
間
７
０
０
円
程
度
（
約
10

ア
ー
ル
当
た
り
）

■
補
助
対
象
　
３
ア
ー
ル
以
上
の
整
地
を

行
い
、
共
同
出
荷
を
す
る
人

■
補
助
内
容
　
土
壌
改
良
、
肥
料
散
布
等

に
要
す
る
経
費

■
補
助
金
額
　
上
限
額
１
２
５
０
円
（
１

ア
ー
ル
当
た
り
）

※
栽
培
方
法
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流

通
部
、
大
分
県
農
業
協
働
組
合
中
西
部
事
業

部
が
指
導
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
13
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
　
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

あれから70年…世界人権宣言

　『世界人権宣言』が国連で採択されてから、
今年で70年の節目を迎えます。この宣言は、二
度の世界大戦の反省から“人権の尊重”と“平和の
実現”を目指したもので、前文と30条の本文で構
成されています。
　この宣言「世界で最も多くの言語に翻訳され
た文書」としてギネス記録に認定されています
が、実際に読んだことがある人は一体どれぐら
いいるでしょうか？
　世界各国が、“将来の世代を救うために”という
思いを込めた宣言の採択から70年となる2018
年、国連の事務総長は新年のあいさつの冒頭
で「昨年の就任時、私は2017年を平和の年とす
るよう訴えかけました。残念ながら、世界は根
本的に反対の方向へ進んでいます。2018年の元
旦にあたっては、もう訴えることはしません。
代わりに非常警報を世界に発します。」と世界
が危機的な状況にあることを強く語っていま
す。そして、2017年を振り返り、紛争の激化や
核兵器への不安、気候変動、人権侵害などを列
挙したのち「結束こそが解決への道。私たちの
未来はそこにかかっています。」という言葉で
結び、各国のリーダーに向け「団結と結束」に
よって危機的な状況に立ち向かおうと呼びかけ
ています。
　事務総長が危惧してやまない「反対の方向に
進もうとする世界」を引き戻すため、わたした
ちができること。
　それは、≪戦争を起こしてはいけない、人権
の確立が永久平和に通じるという誓いを込め
た、世界人権宣言を世界の各国が再認識する≫
こと、≪世界中の誰もが、生まれながらに自由
で、同じ人間として平等で大切にされる存在で
あることを忘れず、自分と相手との違いを認め
る寛容で包括的な心を育む≫ことではないでし
ょうか。
　その上で大切なことは、自分自身の未来、み
んなの未来、そして次の世代のために「力と心
を合わせる」ことです。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）
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日野館長、６年間ありがとう！
　３月18日、天瀬公民館で「回顧・さよならロビ
ー展 館長講話＆コンサート」が開催され、住民ら
が、３月末に退職する日野和則館長との別れを惜
しんだ。日野館長は、平成24年度から６年間、天
瀬公民館の館長として、別府大学と地域住民との
交流や、まちづくり大学の開催など天瀬町の将来
のために最後まで取り組んだ。

上津江を桜でいっぱいに
　３月18日、都留自治会の住民がソメイヨシノ、
山桜等の苗木の植樹を行った。これは緑の募金事業
の一環として、市から配布を受け植樹したもの。住
民たちは協力しながら、山の斜面や道沿いなどに約
360本の植樹を行った。森口啓介自治会長は「綺麗
な桜であふれる素敵な風景を作っていきたい」と熱
く語っていた。

おひな様が微笑んでいる
　２月18日から３月25日まで、塚田総合会館
で「第５回塚田おひなまつり」が開催された。塚田
女性部が主催するおひなまつりの会場には、50年
ほど前に作られた御殿びなや、おきあげ人形、手作
りのひな人形など、約100体の優雅なひな人形が展
示され、訪れた人たちから「一体ずつ顔の表情が違
って面白い」との声が聞かれた。

天瀬

上津江

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

世界の名車、日田市をスタート
　４月14日、79台の世界の名車が勢ぞろいし、第
18回チェント・ミリアかみつえが開催された。パ
トリア日田をスタートし、スタンプラリー形式でゴ
ールの熊本県宇城市を目指すイベントで、会場は世
界の名車を見ようと訪れた人で賑わった。迫力のあ
るエンジン音でクラシックカーがスタートすると、
会場からは歓声が上がっていた。

願いを込めた御田植祭
　４月15日、大原八幡宮で五穀豊穣を願い、古来
の作法を継承する御田植祭が開催された。
　縄を張って水田に見立てた境内で、牛と牛使いに
扮した氏子や早乙女に扮した地元の園児たちが田鋤
や田植の所作を行った。牛のユニークな動きや早乙
女たちの一生懸命でかわいらしい姿に会場は一気に
笑顔に包まれた。

熊本地震から２年、追悼の竹灯籠
　４月14日の夜、ＪＲ大鶴駅舎内において、熊本地
震への祈りと九州北部豪雨災害で熊本や全国から支
援をして頂いた人々へのお礼、ＪＲ日田彦山線の早
期復旧への願いを込めて、追悼の竹灯籠を並べた。
約180本の竹灯籠は、昨年７月の豪雨災害で倒れた
竹を活用し、地元住民やボランティアの願いが竹灯
籠に記され、会場はやさしい竹灯りに包まれた。

日田

良いモノとは何か？
　３月28日、アオーゼで木材製品デザイン力向上
事業講演会が開催された。数々の商品開発やプロジ
ェクトに携わるランドスケーププロダクツの中原慎
一郎氏の講演が行われた。中原氏は、今までの経験
を紹介しながら、モノづくりにはそのモノの背景を
伝え、消費者の信頼を得ることが重要など、市内外
から訪れた多くの参加者へ語っていた。

プレミアムな観戦場が復旧！
　３月20日、平成28年の熊本地震で被災し、復旧
工事が行われていたオートポリスで「ロイヤルルー
ム」の竣工式が開催された。
　ロイヤルルームはホームストレートを挟んでピッ
トと対面する位置にあり、今年も開催を予定してい
るスーパーフォーミュラ、ＳＵＰＥＲ ＧＴ等の加
速するレーシングカーを近くで観戦できる。
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

みんなの発表会
　３月11日、前津江公民館で「前津江公民館まつ
り」が開催された。当日は、公民館の各種教室生を
はじめ、保育園児や小学生、中学生、高齢者の生き
がいサロン利用者など、３歳から89歳までの幅広
い年代の出演者41組が熱演した。
　子供たちの歌や詩吟、踊りの発表のたびに、会場
からは拍手が沸き上がっていた。とりわけ、最年少
で民謡を唄った本多凪ちゃんの発表には、満場の拍
手と感嘆の声で会場は盛り上がった。
　昼食には、食生活改善推進協議会員の皆さんの豚
汁も振る舞われ、会場を訪れた人も出演者も、笑顔
でいっぱいの楽しい一日となった。

サッカーで村を元気に！
　６月14日から開催される「ＦＩＦＡワールドカ
ップロシア大会」を前に、優勝トロフィーツアーの
訪問地に中津江村が選ばれるよう、３月17日、大
分銀行ドームで来場者に投票を呼びかけた。全国か
らの投票の結果、残念ながら訪問地には選ばれなか
ったが、サッカーを通じて多くの人に中津江村をＰ
Ｒすることができた。

楽しく学習した練習の成果を発表
　３月11日、中津江ホールで「中津江公民館教室
発表会」が開催された。この発表会では、各種自主
学習教室生が作品の展示や舞踊、カラオケ等、日頃
の学習や練習の成果を披露した。
　熱演した教室生の舞台や、特別ゲストの日隈小学
校金管バンド等の演奏に、満員となった会場からは
拍手と歓声が沸き、会場は大盛況となった。

ピカピカのこども園誕生！
　４月８日、町内の３園を統合して新しく建設し
た「おおやまこども園」の開園式が行われた。旧大
山小学校敷地内を整備し作られた同園は、園児47
人が在籍し、日田杉をふんだんに使った木造２階建
てでできている。新しい園舎に入った子供たち
は、「新しくていいにおいがする。お友達が増えて
楽しい」と嬉しそうに笑顔で話していた。

火事から地域を守る！
　３月４日の早朝、星払地区で「消防団員非常招集
訓練」が行われた。この訓練は毎年春・秋に実施し
ており、今回は第３分団と機動分団の合同訓練とな
った。午前７時から団員を招集し、ポンプ車と小型
ポンプの連結送水による放水を行った。順調に終了
した訓練に、住民からは「消防団のおかげで安心し
て暮らせる」と安堵の声が聞かれた。

大山

中津江 前津江

消防ポンプで消火訓練　
　４月８日、消防団大山方面団が、消防ポンプの仕
組みや正しい使い方を学び、迅速な消火活動につな
げようと「ポンプ車・小型ポンプのメンテナンス講
習」を開催し、63人の団員が受講した。
　参加した団員からは「学んだことを的確に実践
し、速やかな消火活動につなげていきたい」と力強
い声が聞かれた。

知事、わさび農家と語る
　３月20日、前津江公民館で広瀬知事と日田市の
わさび生産者が語り合う「県政ふれあいトーク」が
行われた。生産者からは生産量拡大、品質向上に向
けた取組など、意欲的な意見があり、それに対して
知事をはじめ行政側からは「青果や加工品などの情
報や魅力を多くの人に発信していきたい」と熱心な
意見交換がされた。

なぎ
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地域おこし協力隊活動⑧

地域を盛り上げます！ 今回は上津江地区で活躍している森永さんを紹介します！

　
市
内
に
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
６
人
の
行
政
相
談
委
員
が
、
国
・

県
・
市
な
ど
の
業
務
に
対
す
る
苦
情
や

要
望
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
応
じ
、
解

決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
へ
の
通

知
・
連
絡
な
ど
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い

ま
す
。
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

■
相
談
例

・
道
路
沿
い
の
植
木
が
繁
茂
し
て
い
る

た
め
、
見
通
し
が
悪
く
通
行
に
危
険

だ
・
バ
ス
停
の
時
刻
表
が
消
え
て
分
か
り

に
く
い

・
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
教
え
て
欲
し

い
　
等

ご
存
じ
で
す
か
？
　
行
政
相
談
委
員

■
担
当
行
政
相
談
委
員

・
日
田
地
域

　
井
上
太
香
美 

氏
、
今
井
健
二 

氏

・
天
瀬
地
域
　
安
達
貞
男 

氏

・
大
山
地
域
　
矢
羽
田
哲
雄 

氏

・
上
津
江
地
域
　
壁
村
正
二 

氏

・
中
津
江
地
域
　
武
原
勇
一
郎 

氏

　
行
政
相
談
委
員
は
、
市
役
所
本
庁

舎
、
各
振
興
局
で
毎
月
（
前
津
江
振
興

局
は
奇
数
月
）
、
定
例
行
政
相
談
所
を

開
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
日
時
等
詳
細
は
、
毎
月
広
報
ひ
た
15
日
号

の
無
料
相
談
「
定
例
行
政
相
談
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

森永佳典さん
よしのり

　上津江地区担当、森永佳典です。
　昨年８月に着任し、主に獣肉処理施設でイノ
シシや鹿の解体作業、販売促進活動などを行っ
ています。
　今年からは、有害鳥獣の駆除対策を学び、地
域のためにさらに貢献していきたいと思ってい
ます。
　協力隊に応募した動機である「40歳という節目で、“何か新しいこと・人の為に
なること”を行う」という想いを胸に、これからも上津江地区のために活動してい
きます。

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　５月12日㈯　
　午後３時～４時
　５月26日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

  

新刊情報

いきもの人生相談室
動物たちに学ぶ47の生き
方哲学
小林百合子／文、今泉忠
明／監修、小幡彩貴／絵
山と溪谷社

　貯金できない、40歳オーバーで独身、
ハゲへの恐怖、夫婦の倦怠期、息子がニ
ート…。なぜ人間はこうも悩むのか？現
代社会よりもはるかに厳しい野生の世界
で生きる動物たちが、ホモ・サピエンス
のお悩みにアドバイス。

大好き図書館！

心の架け橋

　日田市の障がい者計画の策定のため、昨年市民の皆
さんにアンケートを実施しました。その中で、約８割
の人が「身近に障がい者がいる」と回答しています。
「身近に障がいのある人はいるが、接する機会が少な
く、何をすれば良いかわからない」、「親戚や友人に
障がい者がいない」などの理由で、障がい福祉に対す
る関心がないという意見もありました。
　皆さんは、障がいを「ひとごと」のように感じては
いませんか。
　現在、市では約16人に１人、約4,400人が何らか
の障がいに関する手帳を持っています。親戚や友人に
障がいのある人がいなくても、市では多くの障がいの

ある人が暮らしています。車いすを使用する等、目に
見える形で体に不自由がある人もいれば、目に見えな
い形で体や心の病気などが原因で生活に不自由を感じ
ている障がいの人もいます。
　障がいは特別なことではなく、身近なことです。食
事を楽しむ、学校に通う、買い物に行く等いつもの生
活は障がいのある人もない人も皆同じです。障がいは
「ひとごと」ではなく、「我がこと」なのです。１人
ひとりが違うように、障がいがある人もない人も、お
互いを理解し、自然に支え合える日田のまちであって
ほしいと思います。

ひとごと意識～障がいは特別なこと？～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０

▼

こども司書講座の様子

障がいへの理解
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５月の休館日（○…休館日）
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31

平成29年度こども司書講座受講生
１年の講座をふりかえって

　１年間のこども司書講座を終えた、受講生の感想の一部を
紹介します。

問
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行
政
係
（
３
日
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内
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口
）
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行
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行
政
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セ
ン
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ー
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０
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‐
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３
３
‐
１
１
０
０

意見 問合せ苦情 要望

　平成29年７月九州北部豪雨によって被
災した人を対象に、下記の会場で「被災
者支援出張行政相談」を開催します。
　豪雨災害から約１年近くが経ち、新た
な悩みや困っていることはありません
か？また、市への意見や要望等も行政相
談委員のほか、市と総務省の担当者が伺
います。

▼とき・ところ
・５月17日㈭　午前10時～午後３時
　小野公民館
・５月18日㈮　午前10時～午後３時
　大鶴公民館

出張行政相談
被災者支援

▲イベントでイノカレーをＰＲ

本のカバーかけ体験が印象に残りました。ゆっくりていね
いにやっても、空気が中に入ってしまってきれいにできま
せんでした。

印象に残ったことは、カウンターでの仕事です。理由は、
カウンターでの仕事にはじゅんじょがあり、それをじっさ
いにやってみると、どこかがぬけてしまうからです。

学校では、図書委員になって下級生に本をしょうかいした
り、今までよりもっと本を読んだり、みんなが本を読みた
くなる活動をやりたいと思った。

かざりつけやビブリオバトル、読み聞かせが主に楽しかった。

司書がどんなことをしているのか知ることができた。講座
で学んだことを学校で活かすことができた。

ビブリオバトルの読み聞かせもきいていておもしろかった
し、本のしょうかいもはずかしかったけど、とても楽しか
った。
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成30年３月31日現在） 

■人口　
　66,171人
　（前月比-507人）
・男　31,341人
・女　34,830人
■世帯数
　27,246世帯

　★わくわく制作
　（プレゼント作り）
　10日㈭・11日㈮　11:00～
　３Ｂ体操
　15日㈫　11:00～
　療育事業（音あそび）
　25日㈮　11:00～
　チャレンジキッズ（ひまわりの種まき）
　30日㈬　15:30～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　５月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

　リズム遊び
　10日㈭　10:30～11:30
　親子制作
　24日㈭　10:30～11:30
　しおり作り
　26日㈯　10:30～11:30
　

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

●お家の人へのプレゼント作り
　９日㈬　 10:30～
　12日㈯　10:30～
　ひまわりの種まき
　19日㈯　10:30～
　すくすく相談日
　24日㈭　10:00～
※母子手帳を持参してください。

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●ランチｄａｙ
　17日㈭　10:00～
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　22日㈫　10:00～11:00
●おしゃべりタイム
　30日㈬　10:00～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★ＯＢ会
　７日㈪　 11:30～
※お弁当代500円が必要です。
●４・５月合同誕生会
　25日㈮　11:00～　
※誕生者は10:45までに来てください。
●ちびっこ広場
　27日㈰　10:00～15:00
　場所：パトリア日田小ホール

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ベビーマッサージ
　17日㈭　11:00～12:00
●お誕生会
　28日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。
●身体計測
　31日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
★親子クッキング
　18日㈮　10:00～12:00
★ママヨガ
　22日㈫　11:15～12:00
●４・５月生まれのお誕生日会
　25日㈮　11:00～
●リトミック
　28日㈪　11:30～12:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳
乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ５
　７月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　６月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

あお と
吉谷碧人ちゃん
  （１歳・東町２丁目）

佐藤匠哉ちゃん
（２歳・中央１丁目）

たくやり  と
荒川凛斗ちゃん
（１歳・清水町）

ひなた
川井陽向ちゃん
（２歳・天神町）

吉村逢斗ちゃん
（１歳・清水町）

あいと

井上 虹ちゃん
（２歳・丸山２丁目）

ひかり

日田市
子育て情報

　お子さまに合わせた予防接種スケジュール
を自動で作成し、接種日が近づくとメールで
お知らせします。
　登録は無料です。是非、ご活用ください。「日田市子育て情報ナビ」

　二次元コード

小

小

乳

乳

小

小

しょうたろう
欅尾章太郎ちゃん
（１歳・秋原町）

みつき
甲能充喜ちゃん
（１歳・石井町２丁目）

ゆうり
白石悠莉ちゃん
（１歳・丸山２丁目）

ゆうま
川村悠真ちゃん
（１歳・日ノ隈町）

　　　

とうご たくと そうすけ
下村颯助ちゃん
（３歳・清岸寺町）

仁田野陸來ちゃん
（２歳・琴平町）

り  く
川津桃瑚ちゃん
（３歳・南友田町）

岡見卓飛ちゃん
（３歳・丸山２丁目）

ナビ
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問

災害から身を守るために！
～最新の情報収集をすることが大切～

　４月11日、中津市耶馬渓町で大規模な土砂災害が発生しました。このような災害はいつで
も私たちの近くで起こる可能性があります。危険を感じたら、安全な場所に避難するなど、
直ちに身を守る行動をとってください。

■市ホームページ　防災情報

■大分県土砂災害危険箇所情報インターネット提供システム

大分土砂災害 検索

　大分県土砂災害危険箇所情報のホームペー
ジで、土石流・がけ崩れ・地すべりの土砂災
害警戒区域が確認できます。自分の住んでい
る地域の危険箇所を確認しましょう。▲
ホームページアドレス　
http://sabo.pref.oita.jp/bousai_s/do
sya_map/

※県土木事務所、市役所、各振興局・振興センタ
ーでも確認できます。

　市ホームページでも防災情報を確認するこ
とができます。災害から身を守るために必要
な、日田市防災情報・気象情報・河川洪水情
報・水位・雨量情報・土砂災害情報などの情
報を収集するのに役立ちます！

▲

土砂災害警戒区域（通称：　　　　　　　　）
基礎調査（現地調査）を実施した結果、土砂災害のおそれのある
区域を指定します。▲

土砂災害特別警戒区域（通称：　　　　　　　　）
土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン）のうち、特に著しい
危害が生じるおそれのある区域です。

土石流・がけ崩れ・地すべりなどの土砂災害の兆候を感じたら、まずは、
命を守る行動をとりましょう！

※資料提供「NPO法人土砂災害
　防止広報センター」

▲

兆候の例
・崖から流れてくる水が濁る
・崖から水が湧き出している
・崖の上から小石がパラパラ落ちる
・崖に割れ目や裂け目ができている

・傾斜や石積みに段差や亀裂が生じている
・木の裂ける音、巨大な石が転がる音が聞こえる
・川の水が急に濁り、流木等が混ざりだす

災害対策の基本は
情報収集と早めの避難

▲市ホームページのトップ画面の下記バナー
　をクリック！

イエローゾーン
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